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1　本期間中に学報第23号，第24号および本号が発刊され，次の研究誌がこの間に発行された。
　なお，この期間に，「世界文学研究会」が誕生し，1970年11月例会で八木浩氏「最近のドイツ
におけるリヤリズム論争をめぐって」，同年12月例会では正木恒夫氏「演劇史におけるリヤリズ
ムの問題」が発表された。　（研究誌は，学報第22号彙報に未収のものを含む）。
『SPRACHE　UND　KULTUR』第5号（ドイツ語学科研究室，1970年3月）
1．NARA………………・・………・・………・…一…一……・…………・……・・…・ヘルマン・ボーネル
2。ザールブリ＝ッケンからの手紙………………・・……………・・…・……………・…………乙政　　淵
3．弾力的解釈について……………・…・…・……………・・………・…・……・・…・……………・牧　　祥三
4．E・プロッホの哲学入門ω…………・・…・…………・…・…………・・……・・………………ノN木　　浩
5．ボーネル先生をしのんで
『Estudios　Hisp6nlcos』第1号（Kスパニァ語研究室，1968年3月）
Lイスパニア語およびイスパニア文学について…………・・…・…・・……………・・…・…・…国沢　慶一
2．イスパニア・アカデミー設立に関する覚書………………・…一……………・……・…・…角田理三郎
3．Turismo：En　llamar　ia　Nueva　Clientela　de　Industria　turistica………・…一・……山崎　俊夫
4。イスパニア語　　その構成要素に関する覚書………………・一………………・…・・……山田　善郎
5．UnamunoとRub6n　Dario……一・一…一………・……・…………・・………一……吉田秀太郎
6．マドリー便り………………・・……………・…・・…・……………・・……………・…・・………・中圏　省治
7．マヌエル・ガルシア・モレンテのイスパニア性……・……・……・………・…・…………・森本久夫
8．主語人称代名詞の使用と省略について……………・…・・……………・…・・………………出口　厚実
『評林』1（大阪外大，法経学会，1970年3月）
L創刊のはじめに…・…・………・………………一・………………一・…………………………牧　　祥三
2。オーストリアの再編と民族の問題…………………………………・・…・……………・・…・広実源太郎
3．「世俗からの隔離」と「世俗への接近」……………・…・………・………・・…………・…沢村　栄治
4．「橡券ノ発行」………………・・…・……………・・……・……・……・………・・………・……・竹用　壽紀
『評林』∬（ig70年3月）
1．分裂国ドイツをめぐる学説の動向………・…・…・………・…・……・……・・…………・……林　　久茂
2．ヘルメース………………・………・……・…・……………・…………・…………・…・…・……沢村　栄治
3．いわゆる異体的発行説………………・・…・…………・…・……・………・…・……………・…竹田　諄紀
『評林』IH（1970年6月）
1．Fee｝ing　of　Being　Bound　a且d　Roie　of　State　Organs……・………・…………・……安部　　浜男
215
2．対決期のフィヒテとシェリング……………・…・…・…・…………・…一　　　　　　・・大峯　　顕
3，申小企業構造の高度化と構造改善・・……………・………・・………・一…　・…・…　　　・山本　順一
『評林』　（1970年9月）
1．Japan　und　die　Sowjetunion　im　Zweiten　Weltkrieg－・……一　　　　…一広実源太郎
2．民法93条と代理権の濫用………………・・’………………・・……………　　　……　　貝田　　守
3．消費者均衡と生産者均衡………・………・…………・…・…・…・……　　　　　　　　・沢村　栄治
4．ダーウィニズムとその影響………………・……・・…………・一…　　　　　　　　・世古口雄三
5．身体代謝の日内変動に対する運動訓練の影響について…………　　　　　　　　・辻　　　忠
『評林』V（197e年12月）
1．メッテルニヒ研究序認1）…・・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…広実源太郎
2．新入生の体力に関する追跡研究………………………・………・　　　　　　　・辻忠・鳴川六司
3．旧法150条と「対抗不能説」…一…・・……………・…．．＿＿＿＿＿　　　　　　＿竹田　壽紀
4．大阪近傍の製紙工場におけるピンクスライム形成関与菌学的考察・・　　一吉井宗平・平岩公男
ll　本学教官を中心とする「大阪外国語大学言語文化学会」は，1970年11月19日定期総会を開催
し，芝池代表幹事より規約一部改正と今後の活動についての提案があり，その後承認された。
　今後の運営方針については，新しい幹事のもとで検討し，推進してゆくことになった。
「大阪外国語大学言語・文化学会規約」のうち
（i）「㈲会員」の第1項に「正会員……」とあり，　また同第2項に「準会員……」とあるところ
　を，それぞれ次のとおりあらためる。
　「正会員（1）第1種会員：本学教官ならびに本会総会において入会を承認された者，②第2種会
　員：本学大学院生にして入会を希望する者，準会員：本学学部学生にして入会を希望する者」
（ii）「（8）財政」の第2項に「正会員，年額1，000円」とあるのを次のとおりあらためる。
　「正会員（1）第1種会員，年額1，000円，（2｝第2種会員，年額500円」
（iii）同上の第3項に「本会の会計は……」とある会計年度期限を次のとおり確定する。
　「毎年4月1日から3月末日まで」
（iv）末尾の「備考」のうち，第2項を次のとおりあらためる。
　「幹事は当分のあいだ次の比率により，各種別分野ごとに会員の互選によって定める。
　　　　　　　第1種会員の幹事　　　　　　　　　　　　　　　　13名
　　　　　　　　　　　第1部東洋語学科関係より　　　　　　　　3名
　　　　　　　　　　　第1部西洋語学科関係より　　　　　　　　3名
　　　　　　　　　　　第2部より　　　　　　　　　　　　3名
　　　　　　　　　　　一般共通科目関係より　　　　　　　　　3名
　　　　　　　　　　　留学生別科より　　　　　　　　　　　　1名
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　　　　　　　第2種会員の幹事　　　　　　　　　　　　　　　　3名
　　　　　　　　　　　　　合　　　　計　　　　　　　　　　　　　16名
（v）「（9聡会」のうち「毎年1回開催し，諸般の報告と重要事項の決定とを行う」のあとに次の
　1項を挿入する。
　「総会は正会員によって構成される」
皿　本学所属教官の著書，論文，翻訳（1と略記）および口頭研究発表（llと略記）は次のとお
　りである。なおこれはig71年1月10U現在，團答をよせられたものそのままの掲載であり，未
　収録の研究がある点御寛恕ねがいたい。題名中，特に「」にいれたものは著書である。
　（発表年月日は西暦に統一。）
　（中国語学科）
　相浦　　呆
　　　1．1．中国近代文学の誕生と魯迅・胡適・陳独秀　　　中国文芸研究会，野草，創刊号　　1970．10．10
　　　　2．藥海花覚え書き　　　　　　　　　　　　　野草，第2号　　　　　　　　1971．1．20
　申川　　俊
　　　1．1．丁玲とその作品e　　　　　　　　　　　l大阪外大学報，22号　　　　　｝1970．2．10
　西村　成雄
　　　1．1．東三省における辛亥革命　　　　　　　　　｝歴史学研究，No。358　　　　　11970．3．
　〔モンゴル語学科〕
　小貫　雅男
　　　1．1．「モンゴル文芸概説」にみられる民族文化の　　朔風3号　　　　　　　　　　　1969。
　　　　　問題について
　　　　2．モンゴル人民共和国　　　　　　　　　　　　月刊菖科（平凡社）　　　　　　1969．5．
　橋本　　勝
　　　L1・クわイ・パオ・元朝秘史の磯（書評）　1東洋学報・第52巻第3号　　1969・12・31
　　　　2．潮秘史蒙古翻究の若干の問謙　　　1京都大学大学激学蹴科博士　197・．9．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】課程研究論文要旨
　（インドネシア語学科〕
　森村　　蕃
　　　1．1．バラィ・プスタカ時代の小説に見られる　　1大阪外大学報，24号
　　　　　。Ad。、・と。K。wl。　P。k、a・　　　　　l
　　　ff．1．，，Salah　Pilih“に於けるadatをめぐる抗　　第二回インドネシア学会（於天　1970．12．5
　　　　　争の問題　　　　　　離掛鎌ご報告レジメ所
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〔インド・パキスタン語学科）
村田忠兵衛
　1．L西洋インド学の特質
　　　2．インド思想細握の二形態（ゲーテとショーペ
　　　　ンハウェル）
　　　3．漢訳のお経
〔タイ語学科）
吉川　利治
　1．1．メコン川の西方（1）
　　　　　一東北タイのかかえる問題一
　　　2．パイトゥーン・クルアケオ
　　　　「タイ社会の特質」（翻訳）
赤木　　攻
　1．1．「タイ国憲法論一
　　　　　仏暦2511年新憲法を中心にして一」
（ビルマ語学科）
原田　正春
　1．1．ボーターヤ著，三十人志士の帰国（2），（翻訳）
　　　2．Man　T三nの使命は何か
大野　　徹
　1．1．「知られざるどルマ」
　　　2．ビルマにおける賎民社会の発生とその現状
　　　3．ビルマにおけるカレン民族の独立闘争史（1），
　　　　（2），（3）
　　　4．ビルマ国軍史（その1）
　　　5．ボウ・ターヤー著，志士三十入の帰国（1）
　　　　（翻訳）
　　　6．オウタマ僧正著，日本国伝記（1）（翻訳）
　　　7．コウ・ソウマン；インダー族の村落詩歌（翻
　　　　訳）
　　　8．タントウン「古代ビルマ史」（批評紹介）
　　　9．タントウン「足で書いた歴史」（批評紹介）
　H．1．ビルマ経済の特質とその変遷
（アラビア語学科）
池田　　修
　1．1．Sayy三dΩutbの思想
B本印度学仏教学研究，第37号
H本宗教学会，宗教研究，
No．204
四天王寺，第361号
バンコック田本入商工会議所所
報，第115号
バンコック日本入簡工会議所
大阪外大タイ語学研究室
鹿児島大学史録
70年外大記念号（世界の若者）
i芙容書房（東京）
　東南アジア研究，7巻2号
　同上，7巻3号，7巻4号，8
　巻1号
　同上，8巻2号
　鹿児島大学史録，第2号
同上，第3号
同上，第3号
東洋学報，第52巻第3号
同上，第52巻第4号
東南アジア史学会（於慶応大）
アジア経済研究所，現代イスラ
ー ムの綜合研究（1）
1970．7．
1970．10。
197e．11．
1970．12．
1970．11．25
｛　’97°’2噸1
1970．9．
1970．12．
1970．8．
1969．9．
1969．12．
1970．3．
1970．6。
；
】1970・9・
　
｝1969．9．
1970．9．
1970．9．
1969．12．
1970．3．
1970．ll．
11970．4．
ミ
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2．コーラン（共訳）
3．9世紀以荊のアラビア語の研究
中央公論社
矯本オリエント学会，オリエン
トvol．　XL　3，4。
1970．9．
1970．9．
（ペルシア語学科）
藤勝
L
　猛
1．「モンゴルの西征
　一ペルシア知識人の悲麟一」
2．テイムール帝国
創元社
学習研究社，
11，14世紀
日本と世界の歴史
1970．2．20
1970．6．1
〔英語学科〕
林　　栄一
　I　L言理学における「意図」
金山　　崇
　1　1．A．　Macleish：The　Middle　English　Subject－
　　　　Verb　Cluster／R．　A．　Palmatier：ADescrip
　　　　tive　Syntax　of　the　Ormulum，の書評
大井　浩二
　1．Lフリードマン「マザーズ・キス」（翻訳）
　　　2．F・オコンナー「善入はめったにいない」
　　　　（翻訳）
3．ヨーロッパ入とアメリカのイメージ
　　　4．ポオのアメリカ性
　　　5．E．　L．　Wallantの小説
　　　6．ホーソンの「あざ」をどう読むか
上野　義和
　1．1．
　　　　Early　Modern　English　Period
　　　2．
　　　　Compounds　in　Chaucer
中山　　章
　正．1．イギリス労働党の成立
　　　　一一その政治理念と労働組合運動～－
　　　2．ジョン・ブライトとイギリス労働運動
The　Verbal　Nature　of　the　Gerund　in　the
ATransformational　Research　on　Nomina1
　　　　一ブルジョア改良主義にかんする一考察一
森岡　孝二
　1．1．フィスカル・ポリシ～と完全雇用一アメリ
　　　　カにおける1946年雇用法の成立過程（1）
　　　2．完全雇用政策の現実的傾向一アメリカにお
　　　　ける1946年雇用法の成立過程（2）
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英語青年，Vo1．　ll6，　No．8
英言吾二蓬｝年，　　9月号
筑摩書房
文芸，2月号
薦雲堂賦アメリカとヨーロッパ』
所収
英語文学世界，12月号
英語青年，11月号
きゃりばん，7号
Ωuer三ee（大阪市立大学）
英米研究（大阪外大）
西洋史学，第77号
史林，53巻第6号
降齢叢（京都大学）・第1°捲
3号
同上，第104巷4・5・6号合岱号
11970．9．1
1970．9。1
1970，4．30
1970．2．1
197Q．6璽25
1969。11．10
1970．11．1
1970．8．20
1970．10．
1968．
1970．
1969．9．
1969．12．
佐竹　静枝
　1．1．コーヘン著「時問の心理学」（翻訳）
（ドイツ語学科〕
牧　　祥三
　1．1．弾力的解釈について
　　　2．西ドイツの学生運動の調査ノートから
　　　　（第二篇）
八木　　浩
　1．1．H・カウフマン「現代ドイッ文学批判」（共訳）
　　　2．E・プロッホの哲学入門
乙政　　潤
　1．1．ザールブリュッケンからの手紙一エガース
　　　　教授の現代ドイツ語研究一一（紹介）
　　　2．現代ドイッ語テキストの文章論的分析の試み
　　　　～・・Scala　international“と，，DDR－Revue‘t
　　　　とを使って一
　　　3，書評，Reinhold　Freudenstein：
　　　　Unterrichtsmlttel　Sprachlabor．　Technik－
　　　　Methodik－Didaktik．
　　　4．「カセット生きた初級ドイツ語」（共著）
村田　　武
　1．1．「ゆきづまる山村経済と町内への工場進出」
　　　　（共著），うち序章および第四章（工場進出と
　　　　賃労働兼業）
1協同出版
〔デンマーク語学科）
岡田　令子
　1．1．離れて考えたこと（デンマーク事情）　　　　1
菅原　邦城
　1．Lプレイ神官ラヴンケルの物語（2）
　　　2．古代北欧の神々一「スノッ『リのエッダ」よ
　　　　　り一一一一（i），（2）、（3）
〔フランス語学科〕
畠中　敏郎
1’1’
∴二1懇欝瓢㎞＿1
　　　2．Fr6d6r三c　Mistral　vu　par　Alphonse　Daudet
，，Sprache　und　Kultur“，5
同上誌，6
ミネルヴァ書房
，，Sprache　und　Kultur‘‘，5
，，Sprache　und　Kultur‘‘，5
同上誌，6
阪神ドイツ文学論放，浬．
文林書院
京都府農業会議
放送朝日7月号～12月号
大阪外大学報，22号
窟理文，　No．83，　85，　86
大阪外大学報，22号
‘‘
M61anges　b　la　m6moire　de
Jean　Boutiさre”，　So16di，　Libge，
Be王gique
11970．12．
1969．3．1
197e．12．20
1970．6　。20
1969．3　．1
1969．3．1
1970．12．20
1970．12．25
1970．12、1
1970．3．31
｛1970．7～12
1970．2量10
1970，4，6，
7．
1970．2．10
1970．9．
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黒木　義典
　王．1．味の美学（文庫クセジュ），（翻訳）
田辺　　保
　1　1．シモーヌ・ヴェィユ「ロンドン論集とさいこ
　　　　の手紙」（共訳）
　　　2．「フランス語への招待」
　　　3．ポール・ブールジェ「アンドレ・コルネリス」
　　　　（翻訳）
　　　4．「奴隷の宗教一シモーヌ・ヴェイユとキリ
　　　　スト教一一」
　　　5．現代のあらゆる不幸のゆえに
　　　　一一シモーヌ・ヴェィユの「不幸」論をめぐ
　　　　って一
原田　　武
　王．1．窓について
　　　　一プルーストの空間意識一
〔イタリア語学科〕
池田　　廉
　1．1．Mach三avelli　in　GiapPone
　　　2．デ・サンクティス『dタリア文学史』中世篇
　　　　　（共訳）
〔イスパニア語学科〕
山崎　俊夫
　1．1．Industria　Turistica：Unos　modelos
　　　　fundamentales　de　Contables（薩際観光産業
　　　　企業の経済計算）
　　　2．プラント輸入で奨励を受ける経済行為と地域
　　　　に関するアルヘンチナ国政令（訳）
　　　3．「Autofinanciaci6n　e　Impuesto」
　　　4、自己金融と租税
　　　　　　イスパニア企業経済学の場合一
　耳．1．自己金融と租税
一
イスパニア企業経済学の場舎一
山田　善郎
　　1．1．「　NHKスペイン語入門」
　　　2．NHKスペイン語講座テキスト，1969年秋，
　　　　　1970年冬，　1970年春，　1970年夏
　　　3．「シート版，スペイン語第一歩」
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白水社
勤草書房
至誠堂
中央公論社
新教出版社
現代文学，2号
大阪市立大学フランス文学会，
リュテース，5号
Lettere王taliane　n．3，
L．01schk三Firenze
現代思潮社
大阪外大学報，22号
鹿児島県立短期大学商経学会，
簡経論叢，　第19号
株式会社芸林書房
大阪外大学報，25号
日本経営学会第44回大会（於神
戸大学），ガ報告要旨』あり。
日本放送出版協会
同上
白水社
i1970．11．5
1970．2．
1970．2．
1970．3．
1970．8．
1970．9．
1　’969”2’2°
1969．10．
1970。12．15
1969．
1970．
王971．2．10
1970．
1970．10．15
1969．7．
1969．10，
1970．1，4，
7；
1969．Il，20
吉田秀太郎
　1．1．ロムロ・ガリェゴスの小説
　　　2．オルテガ著作集第8巻「ヨーvッパ論」（翻訳）
三原　幸久
　1．1．「スペイン民族の昔話」（民俗民芸双書44）
　　　2，スペインの昔話紹介
　　　3．スペイン民族の「智慧有殿」一一笑話の国際
　　　　的背景の一例一
出ロ　厚実
　1．1．スペイン語動詞屈折語尾の構造
〔ロシア語学科）
法橋　和彦
　1．1．小熊秀雄ノート
2．「ホルストメール」について
　　　3．太宰治における転向の前景と後景
　　　4，アヴェルバッハ，レーニンの思い出（翻訳）
岡本　　武
　王．1．社会主義経済発展史概説
　　　2．農業における経済改革
田申　泰子
　1．1．ヴィターリィ・コラチィケヂレーニン第54巻」
　　　　（翻訳）
　　　2．ユー・オレーシャ「三人ふとっちょ」（翻訳）
　　　3，ヴェー・ヴォルギン，「ユートピア」の歴史的
　　　　意義
〔哲　　学〕
大峯　　顕
　1．1．存在と自由一一フィヒテの「知識学叙述」
　　　　（1801年）に関する一考察一
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ラテン・アメリカ文学研究1，
イタリア書房
白水社
岩崎美術社
伝承文学研究，第10号
説話文学研究，第4号
大阪外大学報，23号
芳賀書店，
文学撹評の会編・現代文学研究
叢書H『転換期の詩入たち」所
収。305～417ぺ～ジ。
日本Pシア文学会，　ロシア語ロ
シァ文学研究，第1号。
99～101ページ。
有精堂，日本文学研究資料叢書
『太宰治」所収。55～89ページ。
ソヴェート文学
ミネルヴァ書房，『現代社会主
義経済論』所収
同上書
ソヴェート文学，　No．30
学習研究社
トマス・モア研究
1969．9．5
197e．6．25
1　1969．7．20
i
1969．12．1
1970．3．25
1969．4．15
1969．10．17
1970．3．20
1970．3．
1969．9．
1969．9．
1970，4．
1970．7．2G
l970．7．
購教学会宗教研究N°’　2° ∵7°・1°・
2．対決期のフィヒテとシェリング
3．ベンヤミン著作集4「ドイツ・ロマン主義」
　（翻訳）
〔言　語　学〕
崎山　　理
　1　1．マライ・ポリネシア語族におけるプリ語
　　　　　（ハルマヘラ島）の系統
　　　2．マライ・ポリネシア諸語韻の再考察
　　　3．タガoグ語のアクセント
〔歴　史　学〕
広実源太郎
　1．1．オ　一一ストリアの再編と民族の問題
　　　　一一メッテルニヒの民族政策
　　　2．Japan　u，　die　Sowietunion　im　Zweiten
　　　　Weltkrieg
〔人文地理学〕
君塚　　進
　1．1，「北魏・南朝宋の騰域の地図化にっいて」
（法　律　学〕
艮田　　守
　1．1．民法93条と代理権の濫用
〔経　済　学〕
沢村　栄治
　1。1．「世俗からの隔離」と「世俗への接近」
　　　　一一教育の様式に関する一断章一
2．ヘルメース　　「ポリスと商業」素描
　　　3．消費者均衡と生産者均衡
　　　　一その類同性と序説的抄論一
梅津　和郎
　1．1．イタリア経済の問題点
　　　　一資本流出をめぐって
　　　2．外資接近形態と支配権確保の有効対策
　　　3．企業集団と総合商社機能
　E．1．コンゴ・キンシャサの経済開発と資源構造
　　　2．流通近代化の国際比較
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評林皿
編文社
東南アジア研究，第7逢第3号
大阪タト大学報，　22号
音声学会会報，第134号
障琳I
l評林w
I
私刊
評林w（法経学会）
評林1号（法経学会機関紙）
評林R号
評林w号
世堺経済評論
企業法研究
遍刊東洋経済
1970．6．
1970。9，
196912．
1970．2．
1970．8．
11970．3　．2
1970．9．15
11967．8．
1　1970．9．王5
1970．3　．2
1970．3．30
Pg7°・　9　・15
1
1　197°’1°’
　
巨97・．1・
1970、ll．24
日本アフリカ学会第7回学術大会1970．10．3
日本商業学学会第20回大会
i、97。．1。，
（生　物　学〕
世古口雄三
　1．1．ダーウィニズムとその影響
（体　育　学〕
辻　　　忠
　1．1．運動選手の基礎代謝量に関する研究，第豆報
　　　　女子運動選手の基礎代謝量の季節変動にっい
　　　　て
　　　2。身体代謝の日内変動に対する運動訓練の影響
　　　　について
〔留掌生別科〕
吉田彌寿央
　1．1．『邪宗門』校異
　　　2．現代連作論
　　　3．芭蕉俳論と第三イメージ
　　　4．「The　Flrst　step　To　Kanji，　Part　I」（共著）
寺村　秀夫
　　　1．　LThe　Syntax　of　Noun
　　　　　Modification　in　Japanese
　　　2．Ernotive　Sentences　in　Japanese
　　　3．あるいは，または，もしくは，ないし（は）
玉村　文郎
　1．1．現代語における居体言
　　　2．Practical　Japanese－English　Dictionary（編
　　　　集）
　　　3．ニャンコからコンモリまで
　　　　　　一擬声語と擬態語のはなし一
佐治　圭三
　LL「こと」と「の」一一形式名詞と準体助詞
　　　　　（その一）
　　　2．時詞と数量詞一その副詞的用法を中心とし
　　　　て一一一
　　　3．助詞小辞典，副助詞
　　　4．接続詞の分類
　　　5．「The　First　Step　To　Kanji，　Part　I」（共著）
西出　郁代
　　1．1．「The　First　Step　To　Kanji，　Part　I」
　　　　（共著）
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評林w
日本体育学会，体育学研究
大阪外大法経学会，評林
ビブリヤ（天理大学）
短歌（角川書店）
渦（俳誌）
大阪外大留学生朋科
Journal－Newsletter　of　American
Association　of　Teachers　of
Japanese
岡上
明治書院，講座正しい日本語
花園大学研究紀要，創刊号
財団法人，海外鼓術者研修協会
同上，雑誌研修，2月号，3月
号，4月号
大阪外大留学生別科，日本語・
日本文化
明治書院，月刊文法，第2巻第
2号
月刊文法，第2巻第5号
月刊文法，第2巻第12号
大阪外大留学生別科
1大阪外耀牲雛
11970．9．
1970，3．
1970．9．
1969．6．
王970．8．
1970。12．
1969．5．
1969．
1970．
王970．ll．
1970．3．31
1970．6．1
1970．2，3，
4．
1969．6．
1969．12．
1970．3．
1970．10．
1969．5．
E1969．5．
i
